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6－（１） ８－（１） ８－（２） ８－（３） １０－（１） １０－（２）

継目工 コンクリート 型わく 鉄筋  鋼構造物の詳細設計  鋼構造物の製作

m m3 m3 m3 m3 m2 m2 ｔ t t t 式 ｔ

1 橋梁本体工 1.00 4.414

2 橋梁付属物工

3 床版工 117.3 23.4 75.8 0.934 2.988

4 橋梁下部工 14.3 120.9 238.4 12.4 392.2 17.769 1.138 18.042 2.843

5 架設工

合　　　計 14.3 117.3 120.9 238.4 35.8 75.8 392.2 18.703 4.126 18.042 2.843 1.0 4.414

設計数量 14 117 121 238 36 76 392 18.70 4.13 18.04 2.84 1 4.41

数 量 明 細 表　-　１

Ｂ
製作材料費

（鋼板）A
CＡ（Ｅ）

単位

Ａ１－４ Ａ

　　　　　　　　　　　　　項　　目

　　　　区　　分 Ａ１－３Ａ１－１（Ａ） Ａ１－３（Ｔ）Ⅰ－Ａ型 ＡＣ
蓮田ＳＡ（下り
線）ランプ橋の

詳細設計



1 橋梁本体工

2 橋梁付属物工

3 床版工

4 橋梁下部工

5 架設工

合　　　計

設計数量

単位

　　　　　　　　　　　　　項　　目

　　　　区　　分

１０－（２） １０－（３） １０－（４） １０－（５）

 鋼構造物の製作 鋼構造物の防錆 鋼構造物の輸送 鋼構造物の架設

ｔ ｔ ｔ 個 個 個 個 m m2 ｔ ｔ ｔ m

47.171 5.763 2.908 30 158 2 5 340.3 492.3

59.867 59.867 0.306 22.2

47.171 5.763 2.908 30.0 158.0 2.0 5.0 340.3 492.3 59.867 59.867 0.306 22.2

47.17 5.76 2.91 30 158 2 5 340 492 59.87 59.87 0.31 22

数 量 明 細 表　-　２

鋼橋の
現場溶接工

対傾構部材の
製作

Ｔ継手溶接工
金属溶射

Ｓ―１
高力ボルト

本締工
中間横桁部材

の製作

製作材料費
（スタッドジベ

ル）

大型部材の
製作

製作材料費
（鋼板）B

小型部材の
製作

製作材料費
（形鋼）Ａ

鋼橋の輸送 鋼橋の架設



1 橋梁本体工

2 橋梁付属物工

3 床版工

4 橋梁下部工

5 架設工

合　　　計

設計数量

単位

　　　　　　　　　　　　　項　　目

　　　　区　　分

１１－（２） １１－（５） １１－（６） １５－（１） １５－（９） １７－（３１） １９－（１）

伸縮装置 橋名板 橋歴板 防護柵 落下物防止柵 はく落防止対策工 交通規制工

車線規制 車線規制 車線規制 車線規制 車線規制
中央分離帯規

制

Ⅰ×１×0（Ｔ）
Ⅱ×１×0（Ａ）

（夜）（Ｔ）
Ⅱ×１×0×２
（Ａ）（夜）（Ｔ）

Ⅱ×１×0（Ｂ）
（上）（夜）（Ｔ）

Ⅱ×１×0（Ｂ）
（下）（夜）（Ｔ）

Ⅰ×１（夜）（Ｔ）

m m 箇所 箇所 m m m2 回 回 回 回 回 回

0.7 2.1 1 1 94.7 4.0 5.0 3.0 2.0 2.0

173.7

36.00 1 7

0.7 2.1 1.0 1.0 36.0 94.7 173.7 1.0 4.0 5.0 3.0 2.0 9.0

1 2 1 1 36 95 174 1 4 5 3 2 9

Ｅ－１ Ｅ－２ Ａ
Ｇｒ－ＳＢｍ－Ｍ

ｏ（Ｄ）（夜）
落下物防止柵
Ｇ１－２（夜）

橋名板

数 量 明 細 表　-　３

橋歴板



1 橋梁本体工

2 橋梁付属物工

3 床版工

4 橋梁下部工

5 架設工

合　　　計

設計数量

単位

　　　　　　　　　　　　　項　　目

　　　　区　　分

１９－（１） １９－（２） 特－（１） 特－（２） 特－（３）

交通規制工 交通保安要員 合成床版工 防護柵撤去工 試掘工

回 人・日 人・日 人・日 人・日 人・日 人・日 人・日 m2 m m3

14 14 18

420.2

1 2 12 4 10 20 36.0 1.8

1.0 2.0 14.0 26.0 18.0 4.0 10.0 20.0 420.2 36.0 1.8

1 2 14 26 18 4 10 20 420 36 2

Ａ Ａ（夜）（Ｔ） Ａ（夜）（Ｔ）
交通誘導
警備員B

本線通行止め
規制（夜）（Ｔ）

交通誘導
警備員B（夜）

交通監視員Ａ２
（夜）

交通監視員Ａ１ 交通監視員Ａ３
（夜）

交通監視員Ａ４
（夜）

交通監視員Ａ５
（夜）

数 量 明 細 表　-　４



数量総括表（１）

項   目 種    別 単 位 数    量 摘　　　　要

コンクリート
A1-4 23.4 壁高欄部(σck=30N/mm )

型わく 75.8 壁高欄部

鉄筋

A(E) t 0.273

鋼構造物の製作

製作材料費(鋼板) A t 4.414 SS400,SM400

製作材料費(鋼板) B t 47.171 SM490,SM490Y,SM520

製作材料費(形鋼) A t 5.763 鋼板、スタッドジベル以外の材料

大型部材の製作
個 30

主桁のフランジ,ウェブ
t 47.117

小型部材の製作
個 158

補剛材,ブラケット,仕口,仮支承等
t 4.005

鋼構造物の防錆 金属溶射 492.3

鋼構造物の輸送 鋼橋の輸送 t 59.867

鋼構造物の架設

鋼橋の架設 t

高力ボルト本締工 t 0.306 高力ボルト組数 S10T (32)組， F10T (480)組

上部工数量総括表

製作材料費(スタッドジベル) t 2.908 4848 本

D13 t 2.715

D16～D25

59.867

A

鋼橋の現場溶接工 m 22.2 平均板厚（20.3mm）

数量総括表（１）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

東 北 自 動 車 道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

-

施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

t 2.988 SD345（壁高欄部）、エポキシ樹脂塗装鉄筋合計

A 420.2

A1-1(A) 117.3 床版部(σck=30N/mm )

E-1 m 0.7 製品ジョイント（縦目地）

橋名板 箇所 1

橋歴板 箇所 1

落下物防止柵 m 94.7G1-2

m 3

m 3

m 2

m 2

m 2

2

2

対傾構部材の製作
個 2

t 2.124
端対傾構

Ｔ継手溶接工 m 340.3 主桁,横桁等のフランジ,ウェブ同士のT継手溶接実長

合計 t 0.934

D13 t 0.934
A

SD345（壁高欄部）

中間横桁部材の製作
個 5

t 4.083
中間横桁

伸縮装置
E-2 m 2.1 製品ジョイント（縦目地）

合成床版工

751

1 75



数量総括表（２）

数量総括表（２）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

東 北 自 動 車 道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

2図示 75

施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

752

鉄　筋

普通鉄筋

A

D13 SD345 t

Ｄ16～Ｄ25 t

Ｄ29～Ｄ32 t

Ｄ35 t

Ｄ38 t

Ｄ41 t

Ｄ51 t

合　計 t

B

Ｄ16～Ｄ25 t

Ｄ29～Ｄ32 t

Ｄ35 t

Ｄ38 t

Ｄ41 t

Ｄ51 t

合　計 t

C

Ｄ13 t

Ｄ16～Ｄ25 t

Ｄ29～Ｄ32 t

Ｄ35 t

Ｄ38 t

Ｄ41 t

Ｄ51 t

合　計 t

項　　目 種　　別 単位 A1 A2 合　計 摘　要

コンクリート
A1-3 躯体 σck=30N/mm2

A1-4 壁高欄 σck=30N/mm2

型　わ　く C

下部工（上部工施工分）

m 3

m 2

m 3

はく落防止対策工 連続繊維シート貼付工 m 2

A(E)

Ｄ13 t

Ｄ16～Ｄ25 t

合　計 t

エポキシ樹脂
塗装鉄筋

 238.4  120.9  359.3

 9.5  2.9  12.4

 239.5  152.7  392.2

0.347 0.108 0.455

5.029 1.605 6.634

        -         -         -

 2.672         -  2.672

 8.008         -  8.008

        -         - -

        -         - -

16.056 1.713 17.769

        -         -         -

 4.914         -  4.914

 13.128         -  13.128

        -         - -

        -         - -

        -         - -

 18.042         -  18.042

        -         - -

2.262  0.581 2.843

        -         - -

        -         - -

        -         - -

        -         - -

        -         - -

2.262  0.581 2.843

0.699 0.077 0.776

0.064 0.298 0.362

0.763 0.375 1.138

166.5 7.2 173.7

SD345（壁高欄部）

支　承　工 無収縮モルタル m 3 0.1 0.1 0.2

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345

SD345



 位    置    図 縮尺　1：75,000

番

面の種類図

号面図

東日本高速道路株式会社  関東支社

東 北 自 動 車 道

さ い た ま 工 事 事 務 所

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

設計会社名

名

縮　　　尺

事 務 所

施工会社名

位　置　図

1:75,000 753

3 75

至
 
八
王

子

蓮田サービスエリア（下り線）

至
 
仙
台

岩槻資材置場（岩槻区加倉内）

総延長

28,600ｍ

KP4.8

KP33.4

至
 東

京

蓮田サービスエリア（旧上り線）



 通　行　止　位  置  図

番 号面図

東日本高速道路株式会社  関東支社

東 北 自 動 車 道

さ い た ま 工 事 事 務 所

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

通行止位置図面の種類図

設計会社名

名

縮　　　尺

事 務 所

施工会社名

蓮田サービスエリア（下り線）

至
 仙

台

通行止区間

15,000ｍ

KP10.5

KP25.5

川口JCT(下り線)仙台方面

案内表示

施工箇所

入口閉鎖

久喜IC(上り線)東京方面

岩槻IC(下り線)

入口閉鎖

蓮田スマートIC（下り線）

754

4 75

-



番号

②

④

路線名又は場所 使用開始時期
片側車線

巾員
延長 路面 用地

舗装 無償 既設

施工者 備考

2.8m 600m

蓮田市道46号線

①

舗装 無償 既設3.2m  1000m

県道3号

舗装 無償 既設

3.0m

国道122号 3.2m   7,200m

③ 舗装 無償 既設  550m

県道162号線

②

①

図面番号

事務所名

縮　尺

図面の種類

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

設計会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

工事用道路経路図（岩槻資材置場）

工事用道路経路図

④

岩槻資材置場（岩槻区加倉内）

蓮田サービスエリア(下り線)

③

―

（岩槻資材置場）

5 75

5 75

蓮田サービスエリア(旧上り線)



国道　16号線

→

至
 東

京

東
北
自
動
車
道

→ 至
 
仙
台

国
道
16号

東
北
自
動
車
道

岩
槻
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
料
金
所

さ
い
た
ま
市

さ
い
た
ま
市

下
野
田

大
門

大
門

さ
い
た
ま
市

国道　463号線

さ
い

た
ま

市
さ

い
た

ま
市

さ
い

た
ま

市

中
野
田

南
部
領
辻

下
野
田

さ
い
た
ま
市

北
原

大
門

さ
い
た
ま
市

国道　463号
線

主
要
地

方
道

　
さ
い
た
ま
鳩
ヶ
谷
線

→ 至
 仙

台

→

至
 
東
京

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

浦
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
料
金
所

東　北　自　動　車　道
蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

―

さ い た ま 工 事 事 務 所
東日本高速道路株式会社 関東支社

図面番号

事務所名

縮　　尺

工事用道路転回経路図（１）

浦和IC

工事用道路転回経路図（1）　

岩槻IC

6 75

6 75



国道　125号線

国道　125号線

→

至
 
東
京

東
北
自
動
車
道

→ 至
 仙

台

国道125号

東北自動車道

加須インターチェンジ料金所

久
喜
市江
面

久
喜
市

江
面

久
喜

市江
面

久
喜
市

江
面

主
要

地
方

道
　

さ
い

た
ま

栗
橋

線

→

至
 東

京

東
北
自
動
車
道

→ 至
 仙

台

県
道
3
号
線

東北自動車道

久喜インターチェンジ料金所

東　北　自　動　車　道
蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

―

さ い た ま 工 事 事 務 所
東日本高速道路株式会社 関東支社

図面番号

事務所名

縮　　尺

工事用道路転回経路図（２）

久喜IC

工事用道路転回経路図（2）　

加須IC

7 75

7 75
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高

曲線長

勾
配
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点

曲 線
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1+
10

曲 率 図

すり付図

DL=-5.000

25.000

設計条件

平面線形

片 勾 配

R=15　L=24.408

R=∞　L=19.755

1
+2
0.
5
46

1
+4
4.
9
53

0
.2
0
0%

路    線    名

道  路  規  格

設  計  速  度
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道路橋示方書・同解説Ⅰ～Ⅴ編

NEXCO設計要領第二集(平成28年8月)

東北自動車道　STA.182+61.500

大型多軸台車一括架設

(平成29年11月)＜日本道路協会＞

＜東日本高速道路株式会社＞
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ランプ橋　全体一般図 S=1:500

ランプ橋　全体一般図
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設計会社名
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図面の種類

 図面番号 

東 北 自 動 車 道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

81:500 75

施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

側　面　図

平　面　図

上部工断面図 S=1:250

橋台正面図 S=1:500
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２．側面図帯の計画高から測点までは、BCL上の値を示す。
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道路橋示方書・同解説Ⅰ～Ⅳ（平成29年11月） 日本道路協会

設計要領第二集橋梁建設編（平成28年8月）東日本高速道路株式会社
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ランプ橋　上部工構造一般図
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設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事
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ランプ橋　線形図（２）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

1:250

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7511

ランプ橋　線形図（２） S=1:250 7511
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応力ケース:以下の番号と抵抗断面で表示

  1:D1[①] (合成前死荷重)

  2:D+TF+CR+SH[①]       12:2+TH[③]  22:2-TH[③]

  3:D-TF+CR+SH[〃]       13:3+TH[〃]  23:3-TH[〃]

  4:D+Lmax+TF+CR+SH[②]  14:4+TH[⑤]  24:4-TH[⑤]

  5:D+Lmax-TF+CR+SH[〃]  15:5+TH[〃]  25:5-TH[〃]

  6:D+Lmin+TF+CR+SH[〃]  16:6+TH[〃]  26:6-TH[〃]

  7:D+Lmin-TF+CR+SH[〃]  17:7+TH[〃]  27:7-TH[〃]

           [ ]:道示Ⅰ表-3.1.1 作用の組合せ番号

  抵抗断面　鋼桁：鋼桁のみ（合成前）

  　　　 鋼+鉄筋：鋼桁+鉄筋（合成後）

  　　　　　合成：鋼桁+ｺﾝｸﾘｰﾄ床版（合成後）

応力ケース:以下の番号と抵抗断面で表示
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  7:D+Lmin-TF+CR+SH[〃]  17:7+TH[〃]  27:7-TH[〃]

           [ ]:道示Ⅰ表-3.1.1 作用の組合せ番号

  抵抗断面　鋼桁：鋼桁のみ（合成前）

  　　　 鋼+鉄筋：鋼桁+鉄筋（合成後）

  　　　　　合成：鋼桁+ｺﾝｸﾘｰﾄ床版（合成後）
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ランプ橋　断面構成図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

1:300

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7512

ランプ橋　断面構成図 S=1:300 7512
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ランプ橋　共通詳細図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7513

ランプ橋　共通詳細図 S=1:25 7513
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3. 各部詳細は「共通詳細図」を参考のこと。

2. 特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

注 記

1. 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

ランプ橋　主桁Ｇ１詳細図（１）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7514

ランプ橋　主桁Ｇ１詳細図（１）S=1:75 7514
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配置図 S=1：750
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3. 各部詳細は「共通詳細図」を参考のこと。

2. 特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

注 記

1. 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

ランプ橋　主桁Ｇ１詳細図（２）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7515

ランプ橋　主桁Ｇ１詳細図（２）S=1:75 7515
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3. 各部詳細は「共通詳細図」を参考のこと。

2. 特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

注 記

1. 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

ランプ橋　主桁Ｇ１詳細図（３）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7516

ランプ橋　主桁Ｇ１詳細図（３）S=1:75 7516
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3. 各部詳細は「共通詳細図」を参考のこと。

2. 特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

注 記

1. 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

ランプ橋　主桁Ｇ２詳細図（１）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7517

ランプ橋　主桁Ｇ２詳細図（１）S=1:75 7517
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3. 各部詳細は「共通詳細図」を参考のこと。

2. 特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

注 記

1. 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

ランプ橋　主桁Ｇ２詳細図（２）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7518

ランプ橋　主桁Ｇ２詳細図（２）S=1:75 7518
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3. 各部詳細は「共通詳細図」を参考のこと。

2. 特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

注 記

1. 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

ランプ橋　主桁Ｇ２詳細図（３）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7519

ランプ橋　主桁Ｇ２詳細図（３）S=1:75 7519
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S=1:25"a"部詳細

4. 各部詳細は「共通詳細図」を参考のこと。

2. 特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

注 記

1. 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

3.　　印は高力ボルトM22（F10T）を示す。

ランプ橋　中間横桁詳細図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7520

ランプ橋　中間横桁詳細図 S=1:50 7520
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平面図

断面図 S=1:100

ランプ橋　合成床版割付図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7527

ランプ橋　合成床版割付図 S=1:125 7527
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3. 各部詳細は「共通詳細図」を参考のこと。

2. 特記なきスカーラップは、全て50Rとする。

注 記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

ランプ橋　仮支承詳細図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7528

ランプ橋　仮支承詳細図 S=1:25 7528



品　　名 仕 様 ・ 規 格 単位 備　考

後打ちコンクリート ｍ3

合計

1

数 量 表

シール材

シールプライマー 缶 最小ロット

ロス20%計上

伸縮装置　SC-A30 ｍ鋼製突合せ型

A1

地覆ジョイント SC-A30用 箇所

鉄筋 S1 kgD13 SD345

A2

鉄筋 S2 kgD13 SD345(L=250) 0.75

3.68

1

0.739

0.070

0.12

-

1.74

10.34

1

2.078

0.157

0.12

-

2.49

14.02

2

2.817

0.227

0.24

※　図面寸法は、標準温度時の値とする。

※　伸縮装置の延長等については施工前に確認すること。

※　止水材の耐久性向上のため、金属を主材料としたフェイスプレートを有する荷重支持型とする。

※　アンカーボルトに腐食が生じるためフェイスプレートをボルト・ナットで固定する脱着型は用いない。

※　止水性向上のため、伸縮装置端部は止水材を立ち上げる構造とする。

a - a 断面図 S=1:10
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製品図 S=1:30
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鉄筋加工図 S=1:20
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B 部詳細図 S=1:20
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ランプ橋　伸縮装置詳細図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

図　示

施工会社名

東 北 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7529

ランプ橋　伸縮装置詳細図 7529
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落
下

物
防

止
柵
(
1
)　

1
1
.
5m

落下物防止柵(3)　35.9m

G1-2(1)

(2)

箇所 規　格

m11.5

落下物防止柵　数量表
数　量 備　考

合計

端部摺付部は含まず

m47.3

m94.7

〃

(3) 35.9 〃m

7530

ランプ橋　落下物防止柵詳細図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

東 北 自 動 車 道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

30図　示 75

施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

ランプ橋　落下物防止柵詳細図

落下物防止柵 G1-2 参考図 S=1:50

平 面 図 S=1:400

G1-2

G1-2

17.6本線上り線　第一・二走行車線上

本線下り線　第一・二走行車線上

規制場所 規制延長(m)

車線規制 Ⅱ×1×0(A)(夜)(T)

車線規制　数量表
単価項目名 規制回数(回)

本線下り線　第二・追越車線上

4

本線上り線　第二・追越車線上

26.8

10.8

中央分離帯

10.7

 9.0

5

3

2

2

車線規制 Ⅱ×1×0×2(A)(夜)(T)

車線規制 Ⅱ×1×0(B)(上)(夜)(T)

車線規制 Ⅱ×1×0(B)(下)(夜)(T)

中央分離帯規制 Ⅰ×1(夜)(T)
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ランプ橋　橋名板・橋歴板詳細図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

東 北 自 動 車 道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

31図　示 75

施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事
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橋名板・橋歴板設置位置図

橋 名 板

橋 歴 板
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配　置　図
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１．JIS H4000 A 5052P（アルミニウム板）

２．表面は高耐候性フィルム被覆とする。

３．地：黒色　　文字：金文字とする。

４．字体は橋名板は丸ゴシック、橋歴板はゴシックとする。

注記

５．取付後、シール材を施すものとする。

箱抜き正面図
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K25

B7
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位 置
A1 A2

番 号 X座標 Y座標 番 号 X座標 Y座標

フ-チング四隅

F1 155.5757 -14944.4357 F1 135.0228 -14900.5059

F2 145.1594 -14949.3090 F2 121.4363 -14906.8624

F3 150.5329 -14933.6570 F3 132.6497 -14895.4335

F4 140.1165 -14938.5304 F4 119.0632 -14901.7901

支承位置
S1 148.7770 -14935.8034 S1 131.5719 -14899.0291

S2 143.3423 -14938.3460 S2 126.1372 -14901.5718

道路中心 CL 147.9766 -14937.5026 CL 129.7545 -14898.5546

壁高欄

B1 142.0102 -14941.3981 B1 125.3159 -14905.7157

B2 141.5573 -14941.6100 B2 123.5161 -14905.1991

B3 141.2898 -14939.8583 B3 121.6549 -14904.9937

B4 140.8369 -14940.0702 B4 125.0501 -14905.1476

B5 140.5694 -14938.3185 B5 123.7890 -14904.8010

B6 140.4682 -14938.1022 B6 122.4967 -14904.5999

B7 140.2024 -14937.5340

B8 139.9551 -14938.1854

杭位置

K1 154.5121 -14944.0501 K1 133.3252 -14900.4169

K2 152.2703 -14945.0989 K2 129.7021 -14902.1120

K3 150.0285 -14946.1477 K3 126.0790 -14903.8071

K4 147.7868 -14947.1966 K4 122.4559 -14905.5021

K5 145.5450 -14948.2454 K5 132.4776 -14898.6054

K6 153.4209 -14941.7177 K6 121.6084 -14903.6906

K7 151.1791 -14942.7666 K7 131.6301 -14896.7938

K8 148.9373 -14943.8154 K8 128.0070 -14898.4889

K9 146.6956 -14944.8642 K9 124.3839 -14900.1840

K10 144.4538 -14945.9131 K10 120.7609 -14901.8791

K11 152.3297 -14939.3854

K12 150.0879 -14940.4342

K13 147.8461 -14941.4830

K14 145.6043 -14942.5319

K15 143.3626 -14943.5807

K16 151.2385 -14937.0530

K17 148.9967 -14938.1018

K18 146.7549 -14939.1507

K19 144.5131 -14940.1995

K20 142.2714 -14941.2483

K21 150.1473 -14934.7206

K22 147.9055 -14935.7695

K23 145.6637 -14936.8183

K24 143.4219 -14937.8671

K25 141.1801 -14938.9160

※ 下部工座標値は、全て世界測地系による。

下部工座標

下部工座標図 S=1:80

下部工座標図
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東北自動車道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　
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施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7532

32 75
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Ａ１橋台構造一般図（１）
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施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事
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施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7534
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Ａ２橋台構造一般図（１）
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東北自動車道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

351:250 75

施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7535
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東北自動車道

株式会社　日本構造橋梁研究所
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361:250 75

施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事
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実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
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使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を
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Ａ１橋台配筋図（２）S=1:125

Ａ１橋台配筋図（２）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

東北自動車道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

38図示 75

施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事

7538

116.5
113.5
120

72@150=10800

120
113.5
116.5

11500

2
3
00

4
1@
15
0=
61
50

1
29
.5

2
2
00

3
9
94

1
2
16

2
00

9
5
97

66
7
51
.5

1
32

4
1@
15
0=
61
50

2
3
00

2
2
00

3
9
94

1
3
56

2
00

9
7
37

2
34

7
21

5 - 5

800 4@2475=9900 800

11500

1

1

橋軸方向

側 面 図

5

5

4

4

3

3

2

2

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

平 面 図

位　置　図

注1）△印は機械式鉄筋定着工法を示す。 

機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
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Ａ１橋台配筋図（３）
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注1）△印は機械式鉄筋定着工法を示す。 

機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

3.機械式鉄筋定着工法の採用においては、監督員より

使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を

得るものとする。
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Ａ１橋台配筋図（５）S=1:125

Ａ１橋台配筋図（５）
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注1）△印は機械式鉄筋定着工法を示す。 

機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

3.機械式鉄筋定着工法の採用においては、監督員より

使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を

得るものとする。
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Ａ１橋台配筋図（７）S=1:125

Ａ１橋台配筋図（７）
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なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
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Ａ１橋台配筋図（８）
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Ａ１橋台配筋図（９） S=1:75

Ａ１橋台配筋図（９）
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138
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9

8
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5382

a
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a

25 82
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28
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69

a

L

L
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1
2φ

5

7

6

5

3
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L

鉄筋加工寸法表

a

90
°

a

θ

a

φ

筋

帯

筋

鉄

間

960

機械式定着鉄筋数量表(下部工施工)

鉄筋径
箇所数

1m＜Ｌ≦2m 2m＜Ｌ≦3m 3m＜Ｌ≦4m 4m＜Ｌ≦5m 5m＜Ｌ≦6m

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

小 計

合 計

384

684276

276

300

注1）△印は機械式鉄筋定着工法を示す。 

機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

3.機械式鉄筋定着工法の採用においては、監督員より

使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を

得るものとする。
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機械式定着鉄筋数量表(上部工施工)

鉄筋径
箇所数

1m＜Ｌ≦2m 2m＜Ｌ≦3m 3m＜Ｌ≦4m 4m＜Ｌ≦5m 5m＜Ｌ≦6m

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

小 計

合 計

180

180969

969

鉄筋質量表(下部工施工)

注：(  )内数値はガス圧接箇所を示す。

  △ 印は機械式定着鉄筋を示す。

記 号 長   さ径 単位質量本 数 １本当り質量 質  量 摘  要 

A 1-1

2-1

3

4-1

5-1

7-2

8

9-1

F

F

F

F

F

F

F

F

D16

D19

D29

D29

D19

D29

D29

D29

D32

6500

7500

6690

6500

7500

10080

2450

2850

6500

9240

8000

11340

9000

6240

11340

9500

2770

11340

8000

38

39

8

35

34

48

288

96

14

24

48

43

42

42

41

42

42

34

78

1.56 

2.25

5.04

5.04

2.25

5.04

6.23

40.5

46.7

41.7

40.5

46.7

15.7

3.82

4.45

40.5

14.4

12.5

25.5

45.4

31.4

25.5

47.9

14.0

57.2

49.8

1539

1821

334

1418

1588

754

1100

427

567

346

600

1097

1907

1319

1046

2012

588

1945

3884

10494

27651

kg

kg

総質量

D16 5338 kg

D19 3014 kg

D25 2709 kg

D29 9601 kg

54226 kg

鉄筋SD345質量集計

D35 12988 kg

合計

A

3014

3775

31614

B

17923

C

1980

4689 (240)

C 

B(38)

△

ガス圧接

B

B

B

B

B

B

B

B

B

7500

6500

8500

6500

7500

6500

7500

8500

6500

7500

20

20

37

20

20

7.51

48.8

63.8

48.8

56.3

48.8

56.3

63.8

48.8

56.3

1126

976

2361

976

1126

976

1126

1276

1806

1126

37

20

56.3

14869 kg

B

6-1

7-1

9-2

1.56

6.23

D32

1.56

1

4-1

4-2

5

6-1

2-2

3

機械式鉄筋定着工法

D32 20576 kg8479

C △

B    

B(42)

[660]

[300]

[960]

1-1

2-1

3-1

4-1

5-1

8-1

9-1

6-1

7-1

10-1

B 11-1

B 11-2

B 12

B 13

B 19-1

D16

D16

D16

D16

D35

D35

D35

D35

D35

D35

D35

D35

D35

D35

D35

9240

9160

11760

1050

7500

20

20

20

23

46

24

276

2

1.56

1.56

1.56

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

A

A

14.4

14.3

18.3

1.64

331

658

439

453

56.3 113

B(39)

B    

B(78)

A

A

A

A

A

A

A

A

D16

D16

D16

D16

D32

D32

D32

D32

D32

2-1

F 6-2

F 7

F 8-1

F 8-2

F 9-1

F 9-2

F 10

F 11

F 12

D32

D29

D32

D32

D19

D19

D19

D25

D16

4550

11340

9000

78

32

78

6.23

5.04

6.23

28.3

57.2

56.1

2207

1830

4376

3350

9000

3820

78

16

16

6.23

2.25

2.25

20.9

20.3

8.60

1630

325

138

11330

2270

2310

16

300

64

2.25

3.98

1.56

25.5

9.03

3.60

408

2709

230

1.56 

1.56 

1.56 

6.23

6.23

6.23

6.23

6.23

5.04

5.04

(B)

B(35)

B(34)

B(14)

C 

C 

B    

B(42)

B    

B(78)

(156)

(84)

2709

△

△

5826

12097

3358

鉄筋質量表(上部工施工)
記 号 長   さ径 単位質量本 数 １本当り質量 質  量 摘  要 

A 1-2

2-2

4-2

5-2

6-2

12

13

14

S

S

S

S

S

S

S

S

D16

D35

D35

D35

D35

D38

D16

D16

D16

3330

3340

3320

3310

3260

3010

5810

2450

11760

2560

2630

5020

9500

5020

9500

11650

11350

11350

11650

38

39

35

34

14

18

18

180

18

18

36

39

39

38

38

77

78

62

4

1.56

7.51

7.51

7.51

7.51

8.95

1.56

1.56

1.56

20.7

20.8

20.7

20.6

20.3

4.70

9.06

3.82

18.3

3.99

4.10

37.7

71.3

37.7

71.3

104

17.7

17.7

18.2

787

811

725

700

284

85

163

688

329

72

148

1470

2781

1433

2709

8008

1381

1097

73

4854

24551

kg

kg

総質量

D13 1046 kg

D16 7355 kg

D38 8008 kg

37123 kg

鉄筋SD345質量集計

D35 15800 kg

合計

A

5093

16819

B

18042

C

2262

C △

B

B

B

B

B

B

B

B

B

2500

3500

1500

3500

2500

3500

2500

1500

3500

2500

20

20

37

20

20

7.51

26.3

11.3

26.3

18.8

26.3

18.8

11.3

26.3

18.8

376

526

418

526

376

526

376

226

973

376

37

20

18.8

6431 kg

B

10

11

15

1.56

6.23

6.23

6.23

6.23

6.23

1.56

1.56

1.56

D16 1.56

1.56

1-1

3

4

5

6

2-1

2-2

機械式鉄筋定着工法

D32 4914 kg

C △

2262

8008

[1149]

[1149]

13128

1-2

2-2

3-2

4-2

5-2

8-2

9-2

6-2

7-2

10-2

B 14-1

B 14-2

B 15

B 16

B 17

D16

D16

D16

D16

D16

D35

D35

D35

D35

D35

D35

D35

D35

D35

D35

9240

9160

11760

1050

11300

20

20

20

19

38

18

228

2

1.56

1.56

1.56

1.56

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

7.51

A

A

14.4

14.3

18.3

1.64

274

543

329

374

17.6 35

A

A

A

A

A

A

A

A

D16

D16

D16

D16

D32

D32

D32

D32

D32

1-2

B 18 D16 11300 8 1.56 17.6 141

B 19-2 D35 2430 2 7.51 18.2 36

16

17

D16

2050

5250

2500

4

4

4 1.56 

3.20

8.19

3.90

13

33

1618

1.56

1.56

A

A

A

D16

D16

△

S

S

S

S

S

D16

D16

D16

D35

D32

1230

1230

1040

4620

4230

31

31

741

77

35

1.56

1.56

1.56

7.51

6.23

1.92

1.92

1.62

34.7

26.4

60

60

1200

2672

924

8

9

10

11-2

7

K

K

K

K

D16

D13

D13

D13

3240

10860

10650

3060

9

15

15

166

1.56

0.995

0.995

0.995

5.05

10.8

10.6

3.04

45

162

159

505

1

2

3

4

K

K

D16

D13

1320

1180

9

166

1.56

0.995

2.06

1.17

19

1946

5

1084 kg

Q D16 11350 10 1.56 17.7 1771

177 kg

注：(  )内数値はガス圧接箇所を示す。

  △ 印は機械式定着鉄筋を示す。
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C 

B    

B(39)

B    

B(38)

2672

  ◎ 印はエポキシ樹脂鉄筋を示す。

◎

◎

◎

◎

4914

N D13

D13

D13

D13

1730

2090

4

0.995

0.995

0.995

1.72

1.62

0.299

2.08

7

6

1

8

1

2

3

4

D13 300 15 45

N

N

N

N

26 kg

0.995

0.995

1630

300

4

5

4

0.299

S D32 3230 34 6.23 20.1 68311-4

B(35)

B(34)

B(20)

B(20)

B(37)

B(37)

B(20)

B(20)

B(20)

B(20)

B(20)

B(20)

B(2)

ガス圧接

(160)

(313)

(473)

11-1

D32

2320

3320

35

34 6.23

14.5

20.7

508

70411-3

S

S

D32 6.23

1212 kg

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

(B)

12988

（B）は上部工工事で圧接を示す。下部工施工では鉄筋Aとして計上。
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Ａ２橋台配筋図（１）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

東北自動車道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所　

1:125

施工会社名
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注1）△印は機械式鉄筋定着工法を示す。 

機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

3.機械式鉄筋定着工法の採用においては、監督員より

使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を

得るものとする。
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Ａ２橋台配筋図（２）S=1:125

Ａ２橋台配筋図（２）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

東北自動車道

株式会社　日本構造橋梁研究所

東日本高速道路株式会社　関東支社
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施工会社名

蓮田サービスエリアランプ橋（鋼上部工）工事
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注1）△印は機械式鉄筋定着工法を示す。 

機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

3.機械式鉄筋定着工法の採用においては、監督員より

使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を

得るものとする。
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2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
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機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。
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実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
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使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を

得るものとする。
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機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11日本道路協会)
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また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
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使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を
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Ａ２橋台配筋図（７） S=1:125

Ａ２橋台配筋図（７）
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機械式定着鉄筋数量表(下部工施工)

鉄筋径
箇所数

1m＜Ｌ≦2m 2m＜Ｌ≦3m 3m＜Ｌ≦4m 4m＜Ｌ≦5m 5m＜Ｌ≦6m

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

小 計

合 計

注1）△印は機械式鉄筋定着工法を示す。 

機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

3.機械式鉄筋定着工法の採用においては、監督員より

使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を

得るものとする。

機械式定着鉄筋数量表(上部工施工)

鉄筋径
箇所数

1m＜Ｌ≦2m 2m＜Ｌ≦3m 3m＜Ｌ≦4m 4m＜Ｌ≦5m 5m＜Ｌ≦6m

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

小 計

合 計

462

125

152

53 75

587

587

152

152

鉄筋質量表(下部工施工)

注：(  )内数値はガス圧接箇所を示す。

  △ 印は機械式定着鉄筋を示す。

記 号 長   さ径 単位質量本 数 １本当り質量 質  量 摘  要 

A 1-1

1-2

2

3-1

3-2

3-5

4-1

4-2

F

F

F

F

F

F

F

F

D16

D32

D32

D19

D19

D29

D29

11400

8210

11390

10940

11280

11310

9000

4920

7180

10960

6000

12000

5830

8430

9000

6450

5760

9000

6570

159

16

22

21

21

20

41

82

20

22

22

52

20

20

22

22

52

1.56 

57.5

41.4

57.4

17.1

17.6

17.6

14.0

7.68

11.2

17.1

9.36

9143

662

1263

359

370

352

574

315

918

342

384

17054

10093

kg

kg

総質量

D16 6332 kg

D19 3631 kg

D29 12795 kg

28135 kg

鉄筋SD345質量集計

合計

A

3631

11068

19287

B

6098

C

1765

2750 [587]

C △

ガス圧接

3-3

3-4

4-3

5.04

1.56

3-2
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2

3-1

機械式鉄筋定着工法

D32 4371 kg

(22)

(64)

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

D16

D16

D16

D16

D29

D29

D29

1-2

F 6

F 7

F 8-1

F 8-2

F 9

D19

D25

5960
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9000

14

6400

1980

1.56 

1.56 

1.56 
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△

1727

4371

4567

鉄筋質量表(上部工施工)
記 号 長   さ径 単位質量本 数 １本当り質量 質  量 摘  要 

A 1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-8

S

S

D16

D16

3270

5050

10

31

11

5.10

7.88

158

87

245

kg

kg

総質量

D16 2238 kg

2669 kg

鉄筋SD345質量集計

合計
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A D16
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注：(  )内数値はガス圧接箇所を示す。

  △ 印は機械式定着鉄筋を示す。

  ◎ 印はエポキシ樹脂鉄筋を示す。
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2.25

6.23

6.23
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2.25
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2.25

2.25
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19.0
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13.0
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14.4

7.88
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125
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D16
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152

11.5

14.4

11.2

14.5

14.4

8.16

7.69

4.65

3.82

115

144

213

131

130

155

77
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機械式鉄筋定着工法

[152]

W D16 11340

9600

11440

9600

11150

4590

4640

4890

5

2

5

2

3

21

21

21

3

4

5

6

2-1

2-2

1-2

7

8

D19

750

720 30

1-1

D13

1.56

2.25

0.995

21

988 kg

W

W

W

W

W

W

W

W

W

D16

D16

D16

D16

D19

D19

D19

2.25

2.25

2.25

1.56

1.56

1.56

1.56

17.7

15.0

25.7

21.6

17.4

7.16

10.4

11.0

1.17

0.716

89

30

129

43

52

150

218

231

25

21

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

D13 21 21 kg

D25 985 kg985

W

W

D16

D19

4590

4640

12
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1

2

1.56

2.25

W

W D16

4890
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3

4

2.25

1.56

W

W

D13

D16
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7

5

6

0.995

1.56

kg366

7.16 86

10.4 125

11.0 121

1.22 13
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1.17 8
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D13 185
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KL

KL

D13
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2◎
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KL
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3

4

◎

◎
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KR

D13

D13

5

1

◎

4.33 56

D13
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KR

KR

D16

D16

3

4

◎

◎ 1.56

kg470

2880 16 4.49 72

2700 20 2.69 54

1320 16 2.06 33

1180 20 1.17 23

3040 13 3.02 39

2840 22 4.43 97

1380 22 2.15 47

1420 22 2.22 49
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0.995

0.995
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B

B

B
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